
令和5年 1月 12日 (木 ):1日 目

13:00-13:05 :開会の挨拶一神経免疫疾患のエビデンスに基づく診断基準口重症度分類ロガイドライン
の妥当性と患者QOLの検証研究班 班長 桑原 聡

:ご挨拶―国立保健医療科学院 武村真治様
:ご挨拶―厚生労働省健康局難病対策課 原 美朋様

13:05-13:10
13:10-13:15

13:15-14105
神経免疫疾患のエビデンスに基づく診断基準・重症度分類・ガイドラインの妥当性と患者QOLの検証研究班

幹事発表

14:05-14155
全国調査

１０
分

演題名

氏 名

MOG抗体関連疾患を対象とした全国疫学調査 (二次調査報告)

中島一郎、O中村正史(東北医科薬科大学・脳神経内科)

分

演題名

氏 名

!目 己免疫介在性脳炎・脳症」(抗NMDA受容体脳炎・抗LC11脳炎)の診断基準・重症度分類および診療
ガイドライン策定に向けた全国疫学調査

○河内 泉 (新潟大学・脳神経内科)

分

演題名

氏 名

アイザックス症候群の全国調査

O和泉唯信(徳島大学・臨床神経科学)

10

分

演題名

氏 名

わが国の重症筋無力症の臨床像変化―全国疫学調査2006と2018の比較一

〇吉川弘明(金沢大学・保健管理センター)

10

分

演題名

氏 名

CIDP・ クロウ・深瀬 (POEMS)症候群

○三澤園子 (千葉大学・脳神経内科 )

１０
分

演題名

氏 名

CIDP/抗 MAG抗体関連ニューロパチー/MMN全国疫学調査 :二次調査結果報告

三澤園子、○青墳佑弥(千葉大学コ脳神経内科)

１０
分

演題名

氏 名

ランバート・イートン筋無力症候群―全国疫学調査2018よ り判明したわが国の課題―

0吉川弘明(金沢大学・保健管理センター)

１０
分

演題名

氏 名

第5回全国調査による日本人多発性硬化症・視神経脊髄炎の疫学および特徴

磯部紀子、O渡邊 充(九州大学・神経内科)

１０
分

演題名

氏 名

スティッフパーソン症候群全国調査最終報告とバイオマーカー探索

和泉唯信、○松井尚子(徳島大学・・臨床神経科学)

１０
分

演題名

氏 名

自己免疫性自律神経障害の全国調査、診断基準策定、国際的な総意形成

○中根俊成(日 本医科大学・脳神経内科)



14:55-15 :55
レジストリ・治験

11
１０
分

演題名

氏 名

神経免疫疾患レジストリ

○三澤園子(千葉大学・脳神経内科)

１０
分

演題名

氏 名

自己免疫性ノドパチーレジストリ ～目的と運用について～

吉良潤―(国際医療福祉大学・トランスレーショナルニューロサイエンスセンター)、 O緒方英紀(九州大
学・神経内科)

13
10

分

演題名

氏 名

賢雰彰喜
髄炎スペクトラム障害に対する新規治療薬の有効性と安全性:=百百ての下語F菟覆フ百フ丁フ

○田原将行(宇多野病院=臨床研究部)

１０
分

演題名

氏 名

IgG4自 己抗体陽性の難治性慢性炎症性脱髄[蓼覇爾弼憂類IC'面戸]蕩:著ZF薄豪
‐
EU層

'ア

:戸,フ17ヲ万:百「
~

効性と安全性評価に関するPOCならびに患者申出療養による臨床研究

飯島正博、○深見祐樹(名 古屋大学・神経内科)

１０
分

演題名

氏 名

臨床治験の評価項目とその有用性について-OCH―NCNPl第 11相医師主導治験の解析―

山村 隆、○岡本智子(国立精神・神経医療研究センター)

16
分

演題名

氏 名

ギラン・パレー症候群における新規治療開発

三澤園子、O水地智基(千葉大学・脳神経内科)

15:55-16:20   休憩

16:20… 17:10
MS/NMO①

１０
分

演題名

氏 名

多発性硬化症及び視神経脊髄炎患者における入院数及び重症度の経時的変化

藤原一男(福島県立医科大学'多発性硬化症治療学)、 ○松本勇貴(東北大学・脳神経内科)

18
10

分

演題名

氏名

多発性硬化症における脳萎縮と認知機能の関係

新野正明(北海道医療センター・臨床研究部)、 O宮崎雄生(北海道医療センター・脳神経内科)

１０
分

演題名

氏 名

視神経脊髄炎における短い脊髄病変 (non― iong spinai cOd lesiOn)の 検討

河内 泉、O佐治越爾(新潟大学・脳神経内科)

20 １０
分

演題名

氏 名

中枢神経脱髄疾患における血清Sema4Aの検討

中辻裕司(富山大学・脳神経内科)、 ○甲田 亨(大阪大学・神経内科)

21
10

分

演題名

氏 名

多発性硬化症における口腔内細菌叢偏綺

山村 隆、○竹脇大貴(国立精神・神経医療研究センター)



17:10-18100
MS/NMO②

22
１０
分

演題名

氏 名

ミエリンマップを用いた多発性硬化症の髄輸動態評価 :中間報告

中原 仁、○北川 賢(慶應義塾大学・神経内科)

23
分

演題名

氏 名

数理モデルに基づく中枢神経における同心円状脱髄巣形成メカニズムの解明

磯部紀子(九州大学・神経内科)、 ○杉原 圭(九州大学大学院医学研究院系統解剖学)

24
分

演題名

氏 名

1lC―酢酸PE丁を用いたアストロサイトイメージング

中辻裕司(富山大学・脳神経内科)、 ○奥野龍禎(大阪大学・神経内科)

25
10

分

演題名

氏 名

多発性硬化症/視神経脊髄炎患者の個別化医療を目指した免疫制御機構の解明

○千原典夫(神戸大学・脳神経内科)

26
10

分

演題名

氏 名

自己免疫疾患の新規バイオマーカーNeuЮ p‖n-1(Nゅ -1)に 関する研究

山村 隆、O大木伸司(国立精神・神経医療研究センター)



令和5年 1月 13日 (金 ):2日 目

9:00-9:30
HAM

9:30-10:20
自己免疫性脳炎

10:20-10:50
MG

27
１０
分

演題名

氏 名

HAM患者脳脊髄液細胞のシングルセル解析

山野嘉久 (聖マリアンナ医科大学・脳神経内科 )、 O佐藤賢文(熊本大学 ヒトレトロウイルス学共同研究
センター)

28
分

演題名

氏 名

HAM患者およびHTLV-1キャリアに対するATL発症リスク評価法の開発

山野嘉久、O佐藤知雄 (聖マリアンナ医科大学・脳神経内科)

１０
分

演題名

氏 名

オミックス解析による難病HAMに対する新規治療シーズの網羅的探索

山野嘉久(聖マリアンナ医科大学・脳神経内科 )、 ○山岸 誠(東京大学・新領域創成科学研究科 病態医

療科学分野)

29

30
１０
分

演題名

氏 名

長期経過の観察を基にしたIgG4関 連肥厚性硬膜炎の臨床的特徴

河内 泉、○中島章博(新潟大学・脳神経内科)

筋痛性脳脊髄炎/慢性疲労症候群(ME/CFS)の腸内細菌叢異常に関する研究

山村 隆、○佐藤和貴郎(国立精神・神経医療研究センター)

31
１０
分

演題名

氏 名

32
10

分

演題名

氏 名

自己免疫性GFAPアストロサイトパチーの治療と予後の検討

○木村暁夫(岐阜大学・脳神経内科)

33
10

分

演題名

氏 名

抗NMDA受容体脳炎の早期診断に有用な定量脳波指標に関する研究

中嶋秀人、○原 誠(日 本大学・神経内科)

34
１０
分

演題名

氏 名

自己免疫性脳炎におけるラット脳免疫組織化学を用いた神経表面抗体スクリーニング法の有用性と限
界

飯塚高浩、O長田奈緒美(北里大学・脳神経内科)

35
10

分

演題名

氏 名

エクリズマブ投与全身型重症筋無力症の病態生理特性に関する多施設共同臨床研究(続報)

○村井弘之(国際医療福祉大学・脳神経内科)

36
１０
分

演題名

氏 名

重症筋無力症における血清Sema4A濃度と臨床バラメーターとの関運―疾患バイオマーカーとしての検討

○鵜沢顕之(千葉大学・脳神経内科)

37
10

分

演題名

氏 名

トリプトファン固定化カラムは血清から免疫グロブリンGを精製できる

○本村政勝(長崎総合科学大学工学部工学科医療工学コース)



10:50-11:30
CIDP、 免疫介在性ニューロパチー、ミオパチー

11:30-12:30 昼食口事務連絡

12:30-13:00
GBS

13:00-13150
MS/NMO③

38
１０
分

演題名

氏 名

抗LG14抗 体陽性慢性炎症性脱髄性多発神経炎(自 己免疫性ノドパチー):抗LG14抗体ce‖―based assay
法の確立及び免疫グロブリン反応性とonlon buib形 成におけるlgGサブクラス抗体の意義

○吉良潤―(国際医療福祉大学 `トランスレーショナルニューロサイエンスセンター)

39
分

演題名

氏 名

マクロファージからみた免疫介在性ニューロパチーの病態と分類に関する検討

〇小池春樹(名 古屋大学・脳神経内科)

40
10

分

演題名

氏 名

MAGニューロパチー患者血清の血液神経関門に及ぼす影響

古賀道明、○佐藤亮太(山 口大学・医学系研究科臨床神経学)

41
10

分

演題名

氏 名

炎症性筋疾患におけるEULAR/ACR分 類基準と針筋電図の役割

園生雅弘、O北団圭―(帝京大学・脳神経内科)

42
分

演題名

氏 名

たこつば型心筋症を合併したGui‖ ain― Bar6症候群の臨床的特徴の検討

桑原基、○寺山敦之(近畿大学“脳神経内科)

43
10

分

演題名

氏 名

急性発症CIDPの電気生理学的,免疫学的解析 :脱髄型GBS(AIDP)と の急性期における鑑別点

海田賢一、O山元正臣(埼玉医科大学総合医療センター・脳神経内科)

44
10

分

演題名

氏 名

小児Gui‖ain―Ba″e症候群、間sher症候群、Bicker試翻型脳幹脳炎の全国疫学調査

○藤井克則(国際医療福祉大学・小児科)

45 １０
分

演題名

氏 名

髄液LOTUS濃度を用いたMSの病勢把握

竹内英之、O高橋慶太(横浜市立大学・神経内科)

46
10

分

演題名

氏 名

自己免疫性グリア病である多発性硬化症と視神経脊髄炎における自然免疫機構の解析

○河内 泉(新潟大学・脳神経内科)

47
１０
分

演題名

氏 名

高齢多発性硬化症患者における再発予防に関する研究

清水優子、○根東明広(東京女子医科大学・脳神経内科)

48 １０
分

演題名

氏 名

High― efncacy thempyは 日本人多発性硬化症患者においても臨床的予後と深部灰自質萎縮を抑制する

横田隆徳、O横手裕明(東京医科歯科大学・脳神経病態学)

49 １０
分

演題名

氏 名

MOGADに 対する従来的治療の有効性と難治例の検討

横山和正(東静脳神経センター)、 〇富沢雄二(順天堂大学・脳神経内科)



13:50-14:40
MS/NMO④

14:40-14:45:閉 会のあいさつ 班長 桑原 聡

50
分

演題名

氏 名

二次進行型多発性硬化症105名 でのSiponimodの 効果と安全性

○斎田孝彦(多発性硬化症治療研究所)

51
10

分

演題名

氏 名

多発性硬化症合併妊産婦の血中Neurttlament―Light鎖、オステオポンチン、調節性T細胞の検討

○清水優子(東京女子医科大学・医療安全科・脳神経内科)

52
10

分

演題名

氏 名

多発性硬化症患者における慢性進行指標としての末梢血リンパ球亜分画免疫動態解析

○中西恵美(金沢医科大学=脳神経内科)

53
10

分

演題名

氏 名

生物学的製剤登場による視神経脊髄炎患者QOLの検証

○宮本勝―(和歌山県立医科大学・脳神経内科)

54
１０
分

演題名

氏 名

神経免疫分野の医療経済分析2022

0荻野美恵子(国際医療福祉大学・脳神経内科)


